
4月5月6月

主
な
学
校
行
事

進
路
選
択
に
関
す
る
行
事

●
入
学
式

●
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

●
授
業
ス
タ
ー
ト

●
体
育
祭

●
入
部
活
動
ス
タ
ー
ト

●
中
間
考
査

●
個
人
面
談

●
進
路
希
望
調
査

　

自
立
に
向
け
て
一
歩
を
踏
み
出
し
た

子
ど
も
た
ち
。
し
か
し
、高
校
に
入
学

し
て
、急
に〝
高
校
生
ら
し
く
〞行
動
で

き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
学
直

後
は
む
し
ろ「
ス
マ
ホ
ば
か
り
い
じ
っ
て

い
る
」「
勉
強
し
て
い
る
様
子
が
な
い
」

な
ど
が
目
に
つ
く
こ
と
も
…
。

　

そ
こ
で
子
ど
も
を
叱
咤
激
励
す
る

前
に
、高
校
生
活
が
中
学
と
は
大
き
く

異
な
る
点
を
理
解
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
新
入
生
は
遠
く
な
っ
た
学

校
へ
の
通
学
、新
し
い
人
間
関
係
の
構

築
な
ど
で
体
力
的
・
精
神
的
に
疲
れ
、

余
裕
が
な
い
の
が
実
態
。
勉
強
面
で
は

中
学
よ
り
科
目
数
が
増
え
て
内
容
も

難
し
く
な
り
、戸
惑
っ
て
い
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
高
校
生
活
の
中
で
、子
ど
も
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
成
長
し
、自
分
な
り
の
進
路
を
つ
か
ん
で
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
参
考
に
、わ
が
子
の
高
校
の
3
年
間
の
流
れ
を
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

取
材
・
文
／
藤
崎
雅
子　

イ
ラ
ス
ト
／
佐
原
周
平

山形県立新庄北高校　
進路指導課
延沢恵理子先生 
教師生活19年のうち16年進路指導
に携わる。高校進路指導に携わる全
国の女性の先生有志で「進路女子
会」を結成し、より良い進路指導実践
を目指して活動中。「生徒の本心を聞
き、本音で語る教師でありたい」。高校
生の息子をもつ母親でもある。

ま
ず
は
高
校
生
活
に
慣
れ
る
こ
と
が
第
一

卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
も
少
し
ず
つ
考
え
始
め
る

年生

取材協力・監修
意
外
と
大
き
い

中
学
校
生
活
と
の
違
い

中学とは異なる高
校生活（勉強、特別
活動、ルールなど）に
ついて知ることや、新
しい仲間づくりなど
が主な目的。

初めての定期考査は、
中学までの勉強方法を
見直す機会。似た学力
の生徒が集まっているた
め、相対的に成績順位
が下がることがある。

2013年度から新し
い学習指導要領に
変わり、以前に比べ
て勉強の負担は大き
くなっている。

学校名や学部名まで具体的
に記載する場合もある。ただし、
「まだ明確に決められない生
徒が多い」「今後変化していく
もの」という前提で、現時点の
生徒の状況を学校側が把握
するためのもの。「早く決めなく
ては」と焦る必要はない。

わ
が
子
の
高
校
の

重
要
行
事
・
進
路
指
導
を

メ
モ
し
よ
う

3
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夏休み冬休み春休み

7月8月9月10月11月12月1月2月3月

●
期
末
考
査

●
模
試
・
外
部
テ
ス
ト

●
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加

●
個
人
面
談

●
模
試
・
外
部
テ
ス
ト

●
文
理
・
科
目
選
択

●
期
末
考
査

●
模
試
・
外
部
テ
ス
ト

●
年
度
末
考
査

●
合
格
体
験
報
告
会

●
文
化
祭

●
社
会
人
講
演
会

●
中
間
考
査

●
仕
事
研
究

●
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

●
保
護
者
対
象
進
路
説
明
会

▼
p.18

▼
p.19

▼
p.20

　

学
校
で
は
そ
ん
な
生
徒
の
状
況
に

合
わ
せ
て
行
事
や
進
路
指
導
を
プ
ロ
グ

ラ
ム
。
１
年
生
の
最
初
は
新
入
生
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョン
や
個
人
面
談
な
ど
を
行

い
、学
校
生
活
へ
の
適
応
が
図
ら
れ
ま

す
。家
庭
で
も
、子
ど
も
の
状
況
と
、そ

れ
に
合
わ
せ
た
学
校
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

意
図
を
理
解
し
て
支
え
る
こ
と
が
大

切
で
し
ょ
う
。

 

「
目
に
余
る
行
動
も
、生
活
や
友
人
関

係
に
慣
れ
て
く
る
と
落
ち
着
き
、次
の一

歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
時
期
は
子
ど
も
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
。

保
護
者
の
皆
様
に
は
焦
ら
ず
見
守
っ
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
」（
延
沢
先
生
）

　

高
校
に
よ
っ
て
は
、秋
に
次
年
度
の

文
理
・
科
目
選
択
な
ど
を
行
い
ま
す
。

こ
の
時
点
で
進
路
の
方
向
を
決
め
る
の

は
難
し
い
で
す
が
、家
庭
で
も
話
題
に

し
て
少
し
ず
つ
将
来
に
目
を
向
け
さ
せ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、高
校
生
に
な
る
と
、保
護
者

は
学
校
の
様
子
が
わ
か
り
に
く
く
な
る

よ
う
で
す
。そ
こ
で
重
要
と
な
る
の
が
、

高
校
で
行
わ
れ
る
保
護
者
会
や
三
者

面
談
な
ど
の
機
会
で
す
。

 

「
わ
れ
わ
れ
教
員
は
、家
庭
と
連
携
し

て
一
緒
に
子
ど
も
を
育
て
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
高
校
は
敷
居
が
高

い
と
思
わ
ず
に
、ぜ
ひ
積
極
的
に
足
を

運
ん
で
ほ
し
い
で
す
」（
同
）

このスケジュールはモデルケースで、行事・指導の最適な時期は学校によって異なります。　CloseUpがついている行事・指導について、該当ページで詳しく紹介しています。併せてご覧ください。

保
護
者
対
象
行
事
に
は

積
極
的
に
参
加
を

クラスメイトをはじめと
する仲間との結束を
強めることも目的の１
つ。

進学校では1年生から模試
を行う学校が多い。結果が
そのまま大学入試につなが
るわけではないが、結果が良
ければ子どもに自信をもたせ
る材料にもなる。

最近の入試動向、今後の進
路指導スケジュール、卒業生
の進路状況などを説明。まだ
遠い話として聞く生徒も多い
が、進路を見通して高校生活
を送る大切さが伝えられる。

生徒対象の進路ガイ
ダンスと同じような内
容の情報提供が行
われる。保護者の時
代とは異なる現在の
状況がわかる。
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夏休み

4月5月6月7月8月9月10月

主
な
学
校
行
事

進
路
選
択
に
関
す
る
行
事

●
体
育
祭

●
期
末
考
査

●
模
試
・
外
部
テ
ス
ト

●
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

●
保
護
者
対
象
進
路
説
明
会

●
文
化
祭

●
３
年
生
の
部
活
動
引
退

●
社
会
人
講
演
会

●
学
問
分
野
研
究
の
発
表
会

●
中
間
考
査

●
修
学
旅
行

●
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加

●
大
学
教
員
の
出
張
講
義

●
中
間
考
査

●
個
人
面
談

●
進
路
希
望
調
査

●
学
問
分
野
研
究

▼
p.18

CloseUpがついている行事・指導について、該当ページで詳しく紹介しています。併せてご覧ください。

運動系の部活は夏の高校総
体後、文化系は秋の文化祭
後に３年生が引退し、２年生
が部活を引っ張る立場になる。

高校に大学教員を招いて
行われる模擬授業。大学
の学問・研究のおもしろさ
や奥深さを体験する。

高校ＯＢ・ＯＧ、地域で活躍す
る社会人などを招き、高校時
代の進路選択、仕事に就くま
でのプロセス、現在の仕事の
やりがいなどを語ってもらう。

各自の研究内容は、レポ
ートにまとめたり、発表会
を開いたりすることで共有。
ほかの人の研究からも情
報を得ることができる。

何かにじっくり取り組む絶
好の機会。大学生の先
輩訪問やボランティア活
動など、学校外の活動で
視野を広げることも可能。

各自が進路に関連したテーマを設定
し、書籍やインターネットでの情報収
集やフィールドワークなどを通じて理
解を深めることで、進路選択につな
げる。テーマ設定方法は「興味のあ
る大学の学部・学科」「現代社会の
課題」など高校によってさまざま。

　

学
校
生
活
に
も
慣
れ
て
余
裕
が
出

て
く
る
時
期
。
勉
強
の
手
抜
き
が
み
え

た
り
、友
達
と
頻
繁
に
出
掛
け
た
り
、

「
中
だ
る
み
し
て
い
る
の
で
は
？
」と
保

護
者
は
心
配
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、「
勉
強
以
外
の
何
か
を
思
い
切

り
や
る
に
は
２
年
生
が
一
番
」と
延
沢

先
生
。
行
事
、部
活
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
に
熱
中
す
る
、絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
い

え
ま
す
。

 

「
そ
う
し
た
経
験
は
、困
難
に
立
ち
向

か
う
意
欲
や
目
標
達
成
の
た
め
の
集

中
力
を
養
い
、切
磋
琢
磨
す
る
仲
間
を

得
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
時
に
は

失
敗
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、そ
れ
も
良

い
経
験
。
自
分
で
乗
り
越
え
る
こ
と
で

力
を
つ
け
て
い
き
ま
す
」（
同
）

　

進
路
指
導
で
は
学
問
分
野
調
べ
や

進
学
講
演
会
な
ど
を
行
い
、進
学
後
の

学
び
に
つ
い
て
よ
り
具
体
的
に
考
え
さ

せ
て
い
き
ま
す
。
高
校
に
よ
っ
て
は
、リ

サ
ー
チ
・
体
験
内
容
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま

と
め
た
り
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
せ

た
り
す
る
こ
と
も
。
そ
こ
で
得
た
情
報

や
気
づ
き
を
進
路
選
択
に
生
か
す
の

は
も
ち
ろ
ん
、社
会
で
求
め
ら
れ
る
基

礎
力
を
育
む
ね
ら
い
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、学
部
・
学
科
を
検
討
す
る
な

何
か
に
熱
中
し
た
経
験
が

受
験
に
も
生
き
る

家
庭
で
の
会
話
が

進
路
選
択
に
役
立
つ

名所・旧跡を見て回るだけでなく、フィールドワ
ークやグループ活動を組み込む学校が増えて
いる。２年生のうちに実施し、修学旅行終了
を機に受験モードに切り替える高校が多い。

時
間
的
な
ゆ
と
り
の
中
で
積
ん
だ

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
進
路
選
択
に
生
か
し
て
い
く

年生

わ
が
子
の
高
校
の

重
要
行
事
・
進
路
指
導
を

メ
モ
し
よ
う
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冬休み春休み

11月12月1月2月3月

●
次
年
度
の
科
目
選
択

●
個
人
面
談

●
模
試
・
外
部
テ
ス
ト

●
期
末
考
査

●
学
習
合
宿

●
模
試
・
外
部
テ
ス
ト

●
年
度
末
考
査

●
合
格
体
験
報
告
会

●小学校から中学校に
上がる時と違い、それほど
同じ中学校の友達がい

なかったので、最初はしゃべる人があまりいませ
んでした。少し不安になったことを覚えています。
（高校１年・男子）
●部活は特に厳しいわけではないですが、中学
校の時よりも量、質が増したので少したいへん
だった。（高校１年・女子）
●自由になった反面、責任が増えた。中学生の
ころは、自覚はなかったが先生の言うことに従っ
ていたと思う。高校生になって、委員会やイベン
ト企画など含めて自分たちで考えて行動するよ
うになった。（私立大学１年・女子）

●中学の時は、授業
に集中していれば何と
かなりましたが、高校では予習復習をしないと授
業についていけないことがたびたびあった。（立
教大学１年・女子）
●中学校と同じような勉強法でノートにまとめた
り、問題集をひたすら解いていた。その結果、ほ
とんど平均点を下回りぎりぎり平均点のものが
少しあった。範囲が広いので前日だけでは到底
間に合わない。（高校１年・女子）
●高校生活は出だしが大事。部活も勉強もは
じめが遅れると追い越すのがとても大変。でも
逆にはじめにほかの人より努力していればその
後が楽だし可能性が広がる。（高校１年・女子）
●最初の定期テストでクラス内で一桁を取るこ
とができました。それからは、クラスの中で一桁か
ら下がってはいけない、という気持ちになり良い
スタートを切れたと思います。（高校１年・女子）

●大学の教授や関係者
を高校に呼び、その大学
の紹介をしていただく時

間が年に2回ずつくらいあった。想像と異なって
いることもあり、希望の学部が変わるなどの変化
があった。（私立大学１年・女子）
●東日本大震災後に本当に人の役に立つとい
うことはどういうことなのか、そして、人の役に立
つためにはやはり経済活動についての知識は
必要不可欠なのだから経済学部に入りたいと
思うようになりました。（立教大学１年・女子）
●決めたのは高１の春です。僕の学校は単位
制で1年生の時から文系・理系に分けるので、ま
ずどっちに進みたいかを決めました。得意な科目
は国語、社会でしたが、環境問題に興味があっ
たので環境問題を取り扱うには？と考え理系に
決めました。（私立大学１年・男子）

このスケジュールはモデルケースで、行事・指導の最適な時期は学校によって異なります。　

今後、進路希望を絞り込んで
いく際に役立つよう、１年生の
時以上に具体的な情報が提
供される。家庭での話し合い
も必要になるため、保護者に
も進路選択に向けて意識を高
めてもらうねらいもある。

大学受験を終えた先輩から
体験談が語られる。生 し々
い成功、失敗エピソードから、
受験勉強のスイッチが入る
生徒も多い。

か
で
、「
学
ぶ
楽
し
さ
を
自
ら
み
つ
け
て

ほ
し
い
」と
延
沢
先
生
。
そ
の
援
助
は

家
庭
で
も
で
き
る
と
い
い
ま
す
。「
新
聞

や
ニュ
ー
ス
を
見
て
保
護
者
と『
な
ぜ
こ

う
な
る
ん
だ
ろ
う
』『
こ
れ
は
ど
ん
な
学

部
で
学
べ
る
だ
ろ
う
』と
話
し
た
こ
と

が
、興
味
を
も
つ
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と

い
う
生
徒
も
い
る
」（
同
）と
い
う
例
の

よ
う
に
、親
子
で
い
ろ
ん
な
話
を
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

２
年
生
の
３
学
期
は
、「
３
年
生
の
ス

タ
ー
ト
」と
位
置
づ
け
る
高
校
も
。
大

学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
問
題
に
挑
戦
さ

せ
た
り
、合
格
し
た
先
輩
に
よ
る
報
告

会
を
開
く
な
ど
、受
験
に
向
け
た
意
識

づ
け
が
図
ら
れ
ま
す
。
入
試
に
臨
む
先

輩
の
姿
を
横
目
に
、し
だ
い
に
次
は
自

分
た
ち
が
頑
張
る
番
だ
と
い
う
気
持

ち
に
な
る
よ
う
で
す
。

1日10時間以上、学習に向か
わせる学校も。学習習慣の確
立、集中力・持続力のトレーニ
ング、受験に向けた意識づけ
などが目的。

高校生・大学生

先輩たちの体験談
高校生活、ココが

中学とは違った！

勉強の成功＆失敗

将来を考え始めた

キッカケって？
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夏休み

4月5月6月7月8月9月10月

主
な
学
校
行
事

進
路
選
択
に
関
す
る
行
事

入
試
ス
ケ
ジ
ュー
ル
の
目
安

●
体
育
祭

●
模
試
・
外
部
テ
ス
ト

●
期
末
考
査

●
模
試
・
外
部
テ
ス
ト

●
部
活
動
引
退

●
文
化
祭

●
模
試
・
外
部
テ
ス
ト

●
三
者
面
談

●
指
定
校
推
薦
の
校
内
選
考

●
セ
ン
タ
ー
試
験
ガ
イ
ダ
ン
ス

●
中
間
考
査

●
模
試
・
外
部
テ
ス
ト

●
推
薦
入
試
ガ
イ
ダ
ン
ス

●
面
接
・
小
論
文
指
導

●
中
間
考
査

●
個
人
面
談

●
模
試
・
外
部
テ
ス
ト

●
模
試
・
外
部
テ
ス
ト

●
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

●
保
護
者
対
象
進
路
説
明
会

●
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
の

　

予
約
採
用
申
し
込
み
開
始

●
進
路
希
望
調
査

　
（
学
部
・
学
科
選
び
）

▼
p.21

▼
p.60

１～２年生に比べ、模試
の回数が増える。結果
や判定に一喜一憂しが
ちだが、それはあくまで一
時のもので、学力は数カ
月でも大きく変動する。

企画・運営において
も、競技においても、
後輩を引っ張る重要
な役割を担う。

夏～秋に部活動を
引退すると、学年全
体が受験モードに。

子どもの進路について
三者で確認する。事前
に家庭である程度話し
合い、質問や相談事項
をあげておくと効果的。

志望校や入試方法別に細分化したガイ
ダンスを実施する高校が多い。あるいは
個別指導・相談が中心となる。

高校生活最後の大き
な学校行事を仲間と
共に完全燃焼したとい
う満足感をもって、次
は受験勉強に集中。

　

最
高
学
年
で
あ
る
３
年
生
は
、学
校

行
事
や
部
活
動
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

と
る
機
会
が
増
加
。子
ど
も
た
ち
は
そ

う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、進
学
の

先
に
あ
る
進
路
を
切
り
拓
い
て
い
く
力

を
つ
け
て
い
き
ま
す
。
受
験
勉
強
に
忙

し
く
な
る
時
期
で
す
が
、長
い
目
で
見

れ
ば
、勉
強
以
外
の
こ
と
に
力
を
入
れ

る
こ
と
も
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 

「
時
に
は
受
験
を
忘
れ
て
熱
中
し
て

も
、そ
の
満
足
感
は
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
な
り
、終
了
後
は
気
持
ち
を
切
り

替
え
て
受
験
勉
強
に
集
中
で
き
る
よ

う
で
す
」（
同
）

　

夏
の
Ａ
Ｏ
入
試
ス
タ
ー
ト
に
向
け
、

高
校
で
は
志
望
校
や
学
部
・
学
科
の
決

定
を
促
し
て
い
き
ま
す
。
進
路
選
択
の

主
役
は
子
ど
も
本
人
。保
護
者
は
ど
ん

な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
１
つ
は
進
学
費
用
の
準
備
で
す
。

子
ど
も
が
希
望
す
る
進
路
に
か
か
る

費
用
に
つ
い
て
早
め
に
情
報
収
集
し
、

奨
学
金
の
検
討
を
進
め
て
お
く
と
よ
い

で
し
ょ
う
。
ま
た
延
沢
先
生
は
、高
校

入
学
時
か
ら
毎
年
少
な
く
と
も
50
万

円
貯
め
る
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
。
３

年
間
で
１
５
０
万
円
に
な
り
、受
験
・
入

学
時
に
か
か
る
費
用
を
お
お
む
ね
カ
バ

学
校
行
事
の
満
足
感
が

受
験
勉
強
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

子
ど
も
の
成
長
を
信
じ
て

自
立
を
支
援

CloseUp、Checkがついている行事・指導について、該当ページで詳しく紹介しています。併せてご覧ください。

国公立
大学入試科目等発表

私立大学

わ
が
子
の
高
校
の

重
要
行
事
・
進
路
指
導

を
メ
モ
し
よ
う

学
校
行
事
や
部
活
動
の
達
成
感
を
パ
ワ
ー
に
変
え

希
望
進
路
の
実
現
に
向
け
て
全
力
投
球

年生

募集要項等発表

募集要項が出始める

エントリー開始出願開始AO入試

AO入試

専門学校
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冬休み春休み

11月12月1月2月3月

●
一
般
入
試

　

ガ
イ
ダ
ン
ス

●
個
人
面
談

●
模
試
・
外
部
テ
ス
ト

●
期
末
考
査

●
模
試
・
外
部
テ
ス
ト

●
模
試
・
外
部
テ
ス
ト

●
年
度
末
考
査

●
卒
業
式

●受験勉強は塾に入っ
てからなので、高校２年生
の冬からです。２年生の

間はあまりしてなかったのですが、高校３年生に
なったらほぼ毎日塾に行き、授業を受けたり、自
習室で勉強したりした。（法政大学１年・男子）
●高校２年生の１月からです。AO入試での入
学を考えていましたが、万が一のことを考えて一
日３～５時間勉強していました。（慶應義塾大学
１年・男子）
●高3の春から、まずは基礎の復習・センター対
策として、高1，2年の教科書や参考書で練習
問題を何度も解いてました。春ごろはまだ受験
生としてあんまり考えてなかったので1時間くら
いでした。（私立大学１年・男子）
●はじめたのは３年８月、本格的に勉強しはじめ
たのは１１月ごろ。学校を除いて、平日は５時間・
休日は８時間くらい。学校や塾の予習復習中
心と暗記系のものをやった。（慶應義塾大学１
年・女子）

●部活は入らずに、中学生
の時から続けてきたJAZZ
に力を入れました。本番が
たいがい夜からなので、宿題やわからないところ
は、放課後の間で終わらせました。少ない時間
でやる集中力、何を先に取り組むかといった優
先順位の立て方が受験勉強期に役立ちました。
（日本大学２年・男子）
●２年生になったぐらいから指定校推薦を視野
に入れつつあったので、すべての科目でまんべ
んなく定期試験に向けて対策をしていました。
指定校推薦校から選ぶにあたり、幅広く選ぶこ
とができる成績をとることができました。（立教大
学１年・女子）
●２年生は、部活と生徒会、そして校外活動
（震災ボランティア、学生団体）に力を入れまし
た。人とかかわることが好きだったため、自然と活
動的になりました。しかし、その分、勉強はカバー
できず、成績は決して良くはありませんでした。
AO入試で大学に入学したため、非常に役立ち
ました。（慶應義塾大学１年・男子）

一般入試受験者に対して出願に関する
ガイダンスや個別指導が行われる。周囲
にＡＯ・推薦入試による合格者が出始め、
一般入試受験者は焦りや不安が大きく
なる時期なので、受験に向けて改めて気
持ちを引き締める意味もある。

入試直前まで模試があり、
出願の判断材料に。最後
まで学力は伸びるため、模
試の判定も変わる。

困難を乗り越えた自
信と、たくさんの思い
出をたずさえ、入学時
よりひとまわり成長し
た姿が見られる。

ー
で
き
る
か
ら
で
す
。

 

「
生
徒
は
家
庭
の
経
済
事
情
を
と
て

も
気
に
し
て
お
り
、勝
手
な
思
い
込
み

で
希
望
進
路
を
あ
き
ら
め
よ
う
と
す

る
生
徒
も
い
ま
す
。
初
年
度
の
準
備
が

あ
れ
ば
、ま
ず
は
安
心
し
て
受
験
に
臨

む
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
」（
同
）

　

ま
た
、進
学
先
を
自
宅
通
学
の
範
囲

内
に
す
る
か
ど
う
か
も
、保
護
者
の
考

え
ど
こ
ろ
。
最
近
は
、経
済
的
な
問
題

が
な
く
て
も
、子
ど
も
の一人
暮
ら
し
を

心
配
し
て
手
元
に
置
き
た
が
る
保
護

者
が
増
え
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
し
か

し
、保
護
者
の
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
も

子
ど
も
は
着
実
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

「
特
に
苦
し
い
受
験
期
を
経
る
と
大
き

く
変
わ
る
」と
延
沢
先
生
。
そ
れ
を
乗

り
越
え
た
時
が
親
離
れ
・
子
離
れ
の
チ

ャ
ン
ス
と
も
い
え
そ
う
で
す
。

高校生・大学生

先輩たちの体験談
受験勉強いつか

ら

どう始めた？

こんな経験が受験期
に役立った！

このスケジュールはモデルケースで、行事・指導の最適な時期は学校によって異なります。　

入学手続き
締切

入学手続き
締切

一般入試
二次試験

入学
手続き
締切

AO入試

推薦入試
セ
ン
タ
ー
試
験一般入試

入学手続き（随時）

入学手続き（随時） 推薦・一般入試

推薦入試（公募・指定校）

入試スケジュールは年度、地域によって変わりますので詳細は各大学・専門学校の発表を確認してください。
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